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**2006年8月10日改訂（第３版） 

*2005年7月20日改訂（第２版） 

届出番号: 13B2X00023000064 

医４ 整形用品 32572000 綿状パッド 一般医療機器 

ハクジュウジノイロシート滅菌済 
再使用禁止 

【禁忌・禁止】 

再使用禁止・再滅菌禁止 ／   体内に留置しない 

体内に長時間埋めこんで使用しないこと   ／   裁断加工禁止 

血管の全周性の使用及びシアノアクリレート系外科用接着剤によるコーティングを避けること（左記接着剤との併用禁止）

【組成・性状・構造等】 

**脱脂綿（100%）を圧縮したもの術野で本品が確認できるように

木綿（100%）の黒糸がついているものもある 

【使用目的、効能又は効果】 

*神経組織の保護、液の吸収、又は止血のために手術中に用いるコ

ットンまたは合成繊維等のパッドをいう 

【操作方法又は使用方法】 

本品を無菌的に滅菌袋より取り出し、そのまま直ちに 1 回限り使

用する 

【使用上の注意】 

糸を強く引っ張るとシート部分から脱落する恐れがあるので、糸

で本品を切開創から引っ張り出さないこと 

 包装が開封、破損及び汚損している場合は使用しないこと 

 再滅菌はしないこと 

**一度開封したものは、滅菌状態が保てないため、開封後は全量

を消費すること 

＜相互作用＞ 

血管の全周性の使用及びシアノアクリレート系外科用接着剤によ

るコーティングを避けること 

１） 脳動脈瘤の親動脈、あるいは紡鐘状動脈瘤の血管補強を目的

として全周性に囲む手技は、遅発性の求心性狭窄、あるいは閉

塞を生じる危険性がある１） 

２）脳動脈瘤頚部などの補強のために行なった、滅菌済脳外科用

パッドなど不織布によるラッピングとシアノアクリレート系外

科用接着剤によるコーティングに伴い、閉塞性血管病変を認め

た未破裂動脈瘤症例が報告されている発生要因として、接着剤

の含有成分であるシアノアクリレートによる血管毒性と滅菌済

脳外科用パッドなど不織布による高度の繊維化が推定されてい

る２） 

３）脳動脈瘤頚部の補強のために行なった、滅菌済脳外科用パッド

など不織布によるラッピングとシアノアクリレート系外科用接着

剤によるコーティングに伴い、脳動脈閉塞が認められ、また、肉

芽腫形成、炎症性肉芽反応が疑われたとの報告がある３） 

【貯蔵方法及び有効期限等】 

水濡れに注意し、直射日光及び火気を避け、湿気の少ない清潔な

場所に保管すること 

*小児の手の届かないところに保管すること 

使用期限：滅菌袋及び外箱に記載[自己認証（自社データ）による] 

【包装】 

内容量および単位：パッケージに記載 
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文献請求先：白十字株式会社 TEL 0120-01-8910 

*【製造販売業者の氏名又は名称及び住所等】 

製造販売業者  白十字株式会社  

〒171-8552 東京都豊島区高田3-23-12 

《問い合わせ（お客様相談室）》  

TEL 0120-01-8910 （休日・夜間TEL 03-3987-6111） 

*製造業者       白十字株式会社 


